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人間文化科の生徒が調理検定に向けて専門家の指導

を受けました 

７月４日（木）と５日（金）の２日間にわたり，人間文化科の３年

生が全家食物調理技術検定に向けて，武蔵野調理師専門学校から中村

昌次先生（公益社団法人日本調理師会 名誉師範）ほか３名の先生方を

講師に迎え指導を受けました。 
調理実習の内容は，「日本料理体験実習」です。見事な包丁さばきに

よる飾り切りの師範の腕前に，生徒は驚きながらも，習得に向け真剣に

取り組んでいました。 
 

商業科の生徒が流通経済大で特別講義を受けました  

７月 10日（水），商業科の１年生 40人が，流通経済大学龍ケ崎キャ

ンパスで，地域活性化に関する特別講義を受けました。本校のMy りゅ

うプロジェクトの一環として行われました。内容は，最下位に甘んじる

茨城県の魅力度向上をめぐり議論を交わすとともに，考えたアイデアを

発表するというものでした。 
講義は経済学部の加藤祥子准教授が担い，6年連続で最下位となった

原因をグループで分析し，「農業など全国に誇るものがありながら関心

を集められていない。」「若者から注目されるコンテンツが少ない。」と

いった意見を出し合いながら，打開策を提言しました。なお，当日の様

子は，７月 13日付けの茨城新聞に紹介されました。 
 

「竜鉄」で運行された国際交流列車のボランティアス

タッフを務めました 
７月 14 日（日），龍ケ崎市内を走る関東鉄道竜ヶ

崎線で「国際交流列車」が特別運行され，本校生 11
名がボランティアスタッフとして活躍しました。車

内では，市内在住の外国人をゲームや名物のコロッ

ケでもてなしました。主催は龍ケ崎市地域公共交通

活性化協議会で，龍ケ崎市国際交流協会も協力して

います。７月18日付けの茨城新聞に紹介されました。 

龍ケ崎小学校・城南中学校で行われた「学びの広場」

に協力しました 

７月 22日（月）から 26日（金）の 5日間にわたり龍ケ崎小学校に出

向き，今年は延べ 35名の生徒が協力しました。 

７月 24日（水）から生徒 6名が城南中学校に出向き，1，2年生の教

室で数学の学習支援を行いました。 
 

学校説明会・授業体験を開催しました 
 

７月 20 日（土），令和元年度学校説明会・授業体験を実施しました。

今年度は，41中学校から 259名の生徒さんと 165名の保護者の方々に

参加いただきました。 
 - - - - - - - ９月の行事日程 - - - - - - - 

 ２日（月） 始業式，進路マップ（１，２年） 
６日（金）  ２学年修学旅行結団式，３年就職ガイダンス⑦，特編授業（５時間） 
８日（日） ２学年修学旅行（北海道 ～11日）特編授業（５時間 ～12日） 

１２日（木） ２年生振替日（８日） 
１６日（月） 敬老の日 
１７日（火） ICTを活用した授業研究に係る公開授業 
２０日（金）  避難訓練 
２２日（日） 全商情報処理検定，第７回全国ｺﾛｯｹﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ in 龍ケ崎 
２３日（月） 秋分の日 

 

校長 宮本 順紀   
文部科学省は、PTAの健全な育成と発展に資することを目的として，

毎年，PTA 活動に優秀な実績を上げている PTA の表彰を行っていま

す。本校PTAは優良PTA団体として８月２２日（木）に京都市のロー

ムシアター京都で行われた第 69 回全国高等学校 PTA 連合会大会開会

式にて黒田 PTA 会長が本校 PTA を代表して表彰を受けました。スマ

ートフォン意識調査の実施，支部活動を休止して PTA 組織をコンパク

ト化する組織改革，50 年以上に渡り年２回発行し続け，100 号を超え

た PTA 便りの発行，各種生徒指導活動の実施，その他様々な活動を地

道に重ねてきたことが認められての表彰となりました。人口減少が進む

中，社会は大きく変化しています。その中でも持続可能な PTA 活動を

模索している学校は数多くありますが，本校も保護者と教師が手をとり

あってPTA活動を進めていきたいと思います。 
PTA活動は保護者と教師が密接な 

連携を図りながら，子どもたちの成 
長を共に支えていくための組織的取 
組です。保護者だけ，教師だけでは 
なし得ないことであっても，共に手 
を取り，協力し，それぞれの役割を 
果たしていくことで成果が生まれま 
す。そのためには，自らの意志で参 
加することが必要ですが，社会状況を踏まえると，やりたくても諸事情

で積極的参加ができないという会員がいることも確かなことかと思い

ます。活動が持続できるようにするには，無理なく，自然体で気軽に参

加できるような形を絶えず模索していくことが大切だと思います。分子

生物学者の福岡伸一教授は生命を説明するのに「動的平衡」という言葉

を用いることが多いのですが，生命が自らを維持するのに，先回りして

細胞を絶えず壊し続け，そのうえで新しい細胞を生み出すことで平衡状

態を生み出しているのだと語っています。社会的な組織も似た性質があ

るのではないかと思います。経済学の分野では「ダイナミック・ケイパ

ビリティ」という理論があります。組織の磨き上げた通常の力である「オ

ーディナリー・ケイパビリティ」を状況の変化に合わせて再編成したり，

再構築したりしてよりよい組織運営を作っていく力のことです。社会変

化が激しい中では，「ダイナミック・ケイパビリティ」を発揮していく

ことが，「動的平衡」を維持していくことなのだろうと思っています。

今回の表彰をきっかけに，必要な場面で，適時に「ダイナミック・ケイ

パビリティ」が発揮できる PTA 組織に本校 PTA が発展することを期

待したいと思います。 

 

 

学校ホームページに学校紹介の動画をアップしました！ 


